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	応用
	抗原情報
	背景
	触媒活性:ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,補因子:マグネシウム。,酵素調節:STE20関連アダプターアルファ（STRADアルファ）擬似キナーゼおよびCAB39との複合体におけるSTK11によるThr-215のリン酸化によって活性化されます。,機能:細胞骨格の安定性に役割を果たす可能性があります。,類似性:タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。CAMK Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。 MARK サブファミリー。,類似性: KA1 (キナーゼ関連) ドメインを 1 つ含みます。,類似性: タンパク質キナーゼ ドメインを 1 つ含みます。,類似性: UBA ドメインを 1 つ含みます。,細胞内位置: 細胞内ネットワークに局在すると思われます。,組織特異性: 心臓、骨格筋、脳、胎児脳、胎児腎臓で高度に発現します。,触媒活性: ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,補因子: マグネシウム。,酵素調節: STE20 関連アダプター アルファ (STRAD アルファ) 擬似キナーゼおよび CAB39 との複合体における STK11 による Thr-215 のリン酸化によって活性化されます。,機能: 細胞骨格の安定性に役割を果たす可能性があります。,類似性: MARK サブファミリー。,類似性: KA1 (キナーゼ関連) ドメインを 1 つ含む。,類似性: タンパク質キナーゼドメインを 1 つ含む。,類似性: UBA ドメインを 1 つ含む。,細胞内局在: 細胞内ネットワークに局在すると思われる。,組織特異性: 心臓、骨格筋、脳、胎児脳、胎児腎臓で高発現している。,
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	MARK1/2/3/4抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	MARK1/2/3/4抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	COS7細胞ライセートのMARK1/2/3/4抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	MARK1/2/3/4ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

